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┏┏┏┏━━━━━━━━━━━━━ 

┏┏ ☆道路占用Ｑ＆Ａ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

◆◇◆道路占用料の改定について◆◇◆ 

（国土交通省 道路局 路政課 道路利用調整室） 

道路占用料の改定について解説する。 

 

┏┏┏┏━━━━━━━━━━━━━ 

┏┏ ☆地域における道路行政に関する取組み事例 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

★定置式水平ジブクレーンを活用した 

建設現場の更なる生産性向上と働き方改革を目指した取組★・＊:. 

（国土交通省 四国地方整備局 徳島河川国道事務所） 

四国地方は、全国よりも人口減少が 25 年、高齢化が 10 年から 15 年早く進んでおり、

担い手確保は喫緊の課題となっております。四国地方整備局では、担い手確保を図るため、

建設現場の生産性向上と働き方改革を目指し、定置式水平ジブクレーンを用いた試行工事

に取り組んでいます。本稿では、試行工事から得られた効果検証結果についてご紹介します。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

★ぐんまメロディーラインとは★°・＊:. 

（群馬県 県土整備部 道路管理課） 

群馬県には、車で走行すると路面から音楽が流れる「メロディーライン」が、県内各地の

観光地に設置されており、その地域の特色に基づく音楽で訪れる人を出迎えています。 

「メロディーライン」は、令和 8年度時点で県内に 11箇所設置されておりますので、実

際に走行し、各地域の特色に触れ、ドライブを楽しんでいただければと思います。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

★デジタル技術と直営点検で進める前橋市の橋梁メンテナンス★°・＊:.  

（小野市 地域振興部 道路河川課） 

前橋市では、橋梁の老朽化に対応するため、市職員による直営点検を導入するとともに、

AI 画像診断やドローン、タブレット端末を活用した点検の高度化・効率化に取り組んでい



ます。さらに、橋梁の重要度に応じたグルーピング橋梁点検手法を導入し、コスト削減と持

続可能な維持管理体制の構築を進めており、本稿ではその取組み内容について紹介します。 

 

┏┏┏┏━━━━━━━━━━━━━ 

┏┏ ☆編集後記 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

一昨年のこと。友人たちが相次いで病を患いました。みな元気になってほしいと願い、帰

宅の際にはなるべく神社を通るルートを心がけ、毎日のように参拝をすることとしました。

入院や手術、さまざまな検査や食事制限など、それぞれが困難を乗り越え、今ではすっかり

元の生活に戻ることができ、安堵しています。 

 

 ある日のこと。いつも通り帰り道に、神社の前を通りかかると、境内には、人の背丈以

上の大きな輪が設けられていました。大きな輪の横に書かれていた作法どおりに輪をくぐ

ってみたものの、いったいどのような意味が込められた行事であったのでしょうか。今更な

がら調べてみました。 

 

調べてみると、「夏越の祓（なごしのはらえ）」といわれる神事であったことがわかりまし

た。その昔、わが国で行われていた民俗信仰に基づく年中行事のひとつに「大祓（おおはら

え）」という行事があり、毎年 6月と 12月の晦日（みそか＝その月の最終日）に、諸人の

罪や穢れを祓い清めるため、宮中や神社で行われていた神事であるそうです。大きな輪は、

「茅の輪（ちのわ）」と呼ばれ、屋根材などに利用されるイネ科の草を束ねたもので、これ

をくぐり、半年間の罪や穢れを祓い、残る半年の無病息災や厄除け、家内安全を祈願する神

事が「茅の輪くぐり」となります。参拝者も自由にくぐることができ、一般的な「茅の輪く

ぐり」の作法は、声を出さずに唱え詞（ことば）を唱えながら八の字に 3回茅の輪をくぐり

ぬけます。 

 

（茅の輪くぐりの作法） 

・1周目、正面でお辞儀をし、左足で茅の輪をまたいで左回りで正面に戻ります。 

・2周目、正面でお辞儀をし、右足で茅の輪をまたいで右回りで正面に戻ります。 

・3周目、正面でお辞儀をし、左足で茅の輪をまたいで左回りで正面に戻ります。 

・最後は正面でお辞儀をし、左足で茅の輪をまたいで参拝します。 

 

 



（唱え詞） 

「祓へ給ひ 清め給へ 守り給ひ 幸え給へ」 

（はらえたまい きよめたまえ まもりたまい さきわえたまえ） 

 

神社によっては、茅の輪くぐりの作法が異なる場合があるので、それぞれの神社の作法に

従えば良いそうです。今年ももうすぐその日がやってきます。今年は、神事の意味も作法も

十分理解したので、自身の半年分の罪や穢れを祓い清めて参ります。（U） 


